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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
題
名
の
な
い
短
編
小
説
　
そ
の
２

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
０
８
３
Ｃ

【
作
者
名
】

　
彩
月
空

【
あ
ら
す
じ
】

　
野
球
経
験
皆
無
の
私
が
高
校
野
球
も
の
の
小
説
を
書
き
ま
し
た
よ
。
前
回
は

会
話
だ
け
。
今
回
は
、
ほ
ぼ
１
人
の
心
情
だ
け
、
っ
て
感
じ
で
す
か
ね
？
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―
―
―
地
区
大
会
決
勝
。

９
回
裏
。

４
－
４
。

２
ア
ウ
ト
、
ラ
ン
ナ
ー
三
塁
。

サ
ヨ
ナ
ラ
の
場
面
。

ち
く
し
ょ
ー
。

こ
ん
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
場
面
は
要
求
し
て
な
い
ぜ
。

「
４
番
、
ラ
イ
ト
―
―
―
」

「
し
ゃ
あ
ー
ー
ー
っ
す
！
！
」

だ
が
、
打
つ
し
か
な
い
。

２
年
な
の
に
、
４
番
に
起
用
し
て
く
れ
た
監
督
や
主
将
の
期
待
に
応
え
た
い
。

俺
の
せ
い
で
、
先
輩
た
ち
の
夏
を
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

小
さ
く
息
を
は
い
て
、
バ
ッ
ト
を
構
え
る
。

俺
が
打
た
な
き
ゃ
、
終
わ
っ
ち
ま
う
ん
だ
！
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１
球
目
。

と
に
か
く
思
い
切
り
振
っ
た
。

バ
ッ
ト
は
、
虚
し
く
空
を
切
る
。

９
回
な
の
に
、
速
ぇ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。

疲
れ
て
ね
ぇ
の
か
…
？

１
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ノ
ー
ボ
ー
ル
。

２
球
目
。

…
落
ち
る
！
！

チ
ッ
と
い
う
音
が
し
て
、
そ
の
後
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
が
な
っ
た
。

…
…
フ
ォ
ー
ク
か
。

や
べ
。

追
い
込
ま
れ
た
。

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
ノ
ー
ボ
ー
ル
。

３
球
目
。

こ
れ
は
…
…
外
れ
る
ぞ
。
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よ
く
見
ろ
。

ほ
ー
ら
ね
。

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
１
ボ
ー
ル
。

さ
て
、
次
で
決
め
て
く
る
か
？

俺
は
バ
ッ
ト
を
構
え
、
相
手
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
睨
み
つ
け
る
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
、
こ
く
ん
と
頷
く
。

さ
ぁ
、
来
い
よ
。

…
…
っ
て
、
危
ね
っ
！

思
わ
ず
の
け
ぞ
る
ほ
ど
の
大
暴
投
。

ふ
ぅ
…
。

な
る
ほ
ど
。

あ
っ
ち
も
疲
れ
て
る
の
は
、
疲
れ
て
る
ん
だ
な
。

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
２
ボ
ー
ル
。

額
の
汗
を
拭
う
。

よ
し
、
来
い
。
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…
…
い
い
球
！

う
り
ゃ
。

完
璧
に
捕
ら
え
た
…
…
と
思
っ
た
打
球
は
、
は
る
か
後
方
へ
飛
ん
で
い
く
。

フ
ァ
ー
ル
だ
。

ス
ト
レ
ー
ト
…
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
。

曲
が
っ
た
？

…
…
ス
ラ
イ
ダ
ー
か
？

く
そ
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
ず
ら
さ
れ
た
な
。

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
２
ボ
ー
ル
。

次
は
ス
ト
レ
ー
ト
。

ま
た
後
方
へ
飛
ぶ
。

フ
ァ
ー
ル
。

ふ
ぅ
…
。

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
２
ボ
ー
ル
。
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そ
ろ
そ
ろ
球
威
も
限
界
か
？

だ
ん
だ
ん
と
、
速
度
が
落
ち
て
き
て
る
ぜ
？

―
―
―
こ
れ
で
、
ど
ー
よ
？

よ
う
や
く
前
に
飛
ん
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
フ
ァ
ー
ル
。

く
っ
そ
ぉ
…
。

タ
イ
ミ
ン
グ
…
か
。

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
２
ボ
ー
ル
。

大
丈
夫
、
ま
だ
集
中
力
は
切
れ
て
な
い
。

落
ち
着
け
。

打
て
る
ぞ
…
。

ピ
ク
ッ
。

あ
っ
ぶ
ね
ぇ
！

危
う
く
ス
イ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ
だ
。

得
意
の
フ
ォ
ー
ク
だ
な
。

ス
ト
ラ
イ
ク
か
ら
ボ
ー
ル
に
な
る
球
。
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２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
３
ボ
ー
ル
。

さ
て
、
こ
れ
で
遊
び
球
は
も
う
な
い
。

来
い
よ
。

…
ぐ
っ
。

こ
れ
で
決
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
く
ら
い
の
、
重
い
球
。

な
ん
と
か
あ
て
た
が
、
こ
れ
は
後
方
へ
。

フ
ァ
ー
ル
。

は
ぁ
…
。

こ
こ
に
来
て
、
い
い
球
放
る
ぜ
、
全
く
よ
。

…
さ
て
、
今
、
何
球
目
だ
？

２
ス
ト
ラ
イ
ク
、
３
ボ
ー
ル
に
、
フ
ァ
ー
ル
が
…
３
つ
、
あ
、
い
や
、
４
つ
…

か
？

と
い
う
こ
と
は
…

次
が
１
０
球
目
。

ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
手
を
離
れ
た
ボ
ー
ル
が
向
か
っ
て
く
る
。
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入
っ
て
る
。

こ
れ
は
、
い
け
る
。

カ
キ
ー
ン
！

い
い
音
っ
！

見
事
な
ま
で
に
飛
ん
で
い
く
。

…
が
、

ち
っ
、
流
さ
れ
ん
な
よ
。

一
瞬
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
と
思
っ
た
俺
が
バ
カ
み
た
い
だ
ぜ
。

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
ま
で
用
意
し
ち
ゃ
っ
た
じ
ゃ
ね
ー
か
。

フ
ァ
ー
ル
。
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上
空
の
風
…
か
。

厄
介
だ
な
。

く
っ
そ
。

今
の
で
力
使
い
切
っ
ち
ま
っ
た
ぜ
。

や
べ
ー
な
…
こ
り
ゃ
…
…
。

「
打
て
ー
！
」

「
頼
む
！
」

ち
ら
っ
と
ベ
ン
チ
を
見
る
と
、
先
輩
も
タ
メ
の
だ
ち
も
後
輩
も
、
俺
を
見
て
声

援
を
送
っ
て
く
れ
て
い
る
。

ん
な
、
懇
願
す
る
よ
う
な
目
で
見
る
な
よ
な
。

…
全
く
。

ん
。
い
や
、
待
て
。

ベ
ン
チ
の
仲
間
た
ち
だ
け
が
見
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
ね
ー
よ
な
。

今
、
俺
と
相
手
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
こ
の
球
場
内
に
い
る
全
員
の
注
目
を
浴
び
て

る
ん
だ
…
。

「
こ
こ
抑
え
ろ
！
」
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「
頑
張
れ
！
」

「
ピ
ッ
チ
、
勝
っ
て
る
よ
！
！
」

「
か
っ
と
ば
せ
ー
！
」

っ
た
く
、
う
る
せ
ー
よ
。

ま
っ
、
悪
い
気
は
し
ね
ぇ
が
…
な
。

う
し
っ
。

次
、
決
め
る
。

力
な
ん
か
残
っ
て
な
く
て
も
、
打
っ
て
や
る
ぜ
。

１
１
球
目
。

打
て
る
っ
！

カ
ー
ン
。

あ
た
り
は
…
？

二
遊
間
…
！
？

ち
っ
。

シ
ョ
ー
ト
、
飛
ぶ
な
。
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ナ
イ
ス
プ
レ
ー
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。

２
ア
ウ
ト
だ
も
ん
。

フ
ァ
ー
ス
ト
に
送
っ
て
く
る
よ
な
？

く
そ
っ
。

一
塁
っ
て
、
あ
ん
な
に
遠
か
っ
た
か
？

視
界
の
隅
で
、
白
球
が
飛
ん
で
く
る
の
が
見
え
や
が
る
。

こ
こ
で
、
間
に
合
わ
ね
ぇ
な
ら
、
こ
ん
な
足
い
ら
ね
ぇ
！
！

俺
は
、
こ
の
チ
ー
ム
の
４
番
な
ん
だ
っ
！
！
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こ
れ
が
、
俺
の
仕
事
だ
ぁ
っ
っ
！
！

ズ
ザ
ァ
ー
。

は
っ
…
…
は
っ
…
…
。

ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
決
め
、
顔
を
上
げ
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
の
や
つ
も
、
俺
と
同
様
に
、
審
判
を
見
つ
め
る
。

俺
は
今
、
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
…
。

そ
れ
は
、
果
て
し
な
く
長
い
数
秒
間
だ
っ
た
。



13

―
―
―
あ
り
え
な
い
く
ら
い
に
湧
き
上
が
る
、
や
た
ら
う
る
さ
い
歓
声
。

そ
の
歓
声
の
中
で
、
俺
の
頬
を
何
か
が
伝
っ
た
。

汗
か
、
涙
か
…
…
…
。

そ
れ
は
た
だ
、
や
た
ら
に
、
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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